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１. 特別支援教育の考え方
学校教育法等の改正により, 平成  年４月から, 障害のある児童生徒等の教
育の充実を図るため, 従来, 障害種別ごとに設置されていた盲・聾・養護学校
の制度を, 複数の障害種別を教育の対象とすることのできる ｢特別支援学校｣
の制度に転換するとともに, 小・中学校等に在籍する教育上特別の支援を必要
とする児童生徒等に対して, 適切な教育 (特別支援教育) を行うことが位置付
けられた 
特別支援教育とは, これまでの特殊教育の対象の障害だけでなく, その対象
でなかった  ,     , 高機能自閉症も含めて障害のある児童生徒に対して
その一人一人の教育的ニーズを把握し, 当該児童生徒の持てる力を高め, 生活
や学習上の困難を改善又は克服するために, 適切な教育や指導を通じて 必要
な支援を行うものである (文部科学省,       ) 
これまでの障害児教育は, 盲・聾・養護学校や特殊学級など, 障害の程度等
に応じ特別の場を設けて, そこで教育を行うという体制であったが, 図１に示
すように, 養護学校や特殊学級に在籍している児童生徒が増加する傾向にある
ことや, 平成５年度の学校教育法施行規則一部改正によって通級による指導が
実施されたことに伴い, 特殊教育対象児童生徒数が増加したことを背景に,
特別な支援の必要な子ども一人一人に, ｢場の提供｣ ではなく, 個々のニーズを
把握した上で必要な支援を柔軟に実施するというパラダイムの転換がなされた 
また, 文部科学省が実施した ｢通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必
要とする児童生徒に関する全国実態調査｣ の結果では, 学習障害 (  ), 注意
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欠陥／多動性障害 (    ), 高機能自閉症などといった, 学習や生活の面で
特別な教育的支援を必要とする児童生徒が, 約６％程度の割合で通常の学級に
在籍している可能性が示されたこと, 平成  年度より通級による指導の対象障
害種に  ,     を加えたこと, 医学や心理学等の進展, 社会におけるノー
マライゼーションの理念の浸透等により, 障害の概念や範囲も変化したことな
どにより, 特別支援教育の対象は図２のように拡大している 
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図１ 特殊教育対象児童生徒数の推移 (文部科学省      をもとに作成)
図２ 特別支援教育の対象
２. 特別支援教育における発達障害の定義
特別支援教育を推進していくためには, 従来の特殊教育に新たに対象として
加わった学習障害 (  ), 注意欠陥多動性障害 (    )  高機能自閉症およ
びアスペルガー症候群の児童生徒の特性を理解することが必要である 文部科
学省では, こういった障害について, これまで ｢  ,     , 高機能自閉症
等｣ という表記を用いていたが, 平成  年より発達障害者支援法の定義による
｢発達障害｣ という定義に切り換えている (文部科学省初等中等教育局特別支
援教育課,     ) 発達障害者支援法では, 発達障害は ｢自閉症, アスペルガー
症候群その他の広汎性発達障害, 学習障害, 注意欠陥多動性障害その他これに
類する脳機能の障害であってその症状が通常低年齢において発現するものとし
て政令で定めるもの｣ と定義されている 
さらに, 内閣府 (    ) 障害者白書平成  年版では, 主な発達障害について
次のような基準で定義している 
自閉症〈             〉
自閉症とは, ３歳位までに現れ, 他人との社会的関係の形成の困難さ, 言葉
の発達の遅れ, 興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とする行動
の障害であり, 中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定される 
高機能自閉症〈                  〉
高機能自閉症とは, ３歳位までに現れ, 他人との社会的関係の形成の困難さ,
言葉の発達の遅れ, 興味や関心が狭く特定のものにこだわることを特徴とする
行動の障害である自閉症のうち, 知的発達の遅れを伴わないものをいう また,
中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定される 
学習障害 (  )〈               〉
学習障害とは, 基本的には全般的な知的発達に遅れはないが, 聞く, 話す,
読む, 書く, 計算する又は推論する能力のうち特定のものの習得と使用に著し
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い困難を示す様々な状態を指すものである 学習障害は, その原因として, 中
枢神経系に何らかの機能障害があると推定されるが, 視覚障害, 聴覚障害, 知
的障害, 情緒障害などの障害や, 環境的な要因が直接の原因となるものではない 
注意欠陥／多動性障害 (    )〈                                 〉    とは, 年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力, 及び／又は衝動性,
多動性を特徴とする行動の障害で, 社会的な活動や学業の機能に支障をきたす
ものである また, ７歳以前に現れ, その状態が継続し, 中枢神経系に何らか
の要因による機能不全があると推定される 
アスペルガー症候群とは, 知的発達の遅れを伴わず, かつ, 自閉症の特徴の
うち言葉の発達の遅れを伴わないものである なお, 高機能自閉症やアスペル
ガー症候群は, 広汎性発達障害に分類されるものである 
３. 支援における ｢気づき｣ の重要性
文部科学省では,
上述の定義に基づ
き, 各学校におい
て児童生徒の実態
把握や一人一人の
教育的ニーズに応
じた適切な教育的
支援を行う際のガ
イドラインを作成
し, その中で, 支
援に至るまでの一
般的な手順を例示している (文部科学省,     ) 
こういった支援体制の中で, 最も重要視されているのが, 教師や保護者の
｢気づき｣ である 発達障害のある子どもたちの教育的支援は, 彼らの抱く
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図３ 支援に至る一般的な手順
(文部科学省,     をもとに作成)
｢困り感｣ に気づくことから始まる (三重県教育委員会,     ) と言われるよう
に, 子どもたちの出しているサインに対応できる感性が教員に求められている 
また,   ,     , 高機能自閉症では, 遅くとも児童期には問題が顕在化
し, それが不登校など学校や社会に対する不適応や心身症へと進展するケース
も多いことから, こういった二次的な不適応を予防するための早期発見という
意味からも, 問題が見えてくる時期に適正に発見することが求められる 
４. ｢気づき｣ と実態把握
子どもの学習や行動のつまずきや困り感に気づくということは, 対象児を
｢わがままな子｣ ｢気になる子｣ として捉えるということではなく, 適切な支援
を必要としている様子として認識することに他ならない つまり, 気づきは子
どもが示す行動の評価ではなく, 子どもの視点から問題を分析し実態を把握す
る活動であり, 支援計画を立案するために, 子どもの様子を具体的に整理し総
合的な状態像を描く ｢見立て｣ につながるものでなくてはならない 
実態把握には, 観察法や面接法, 検査法といった手法が用いられるが, 子ど
もとのふれあいを通して, 日常生活や学習場面での発達の様子を知り課題を見
いだしていく観察法が基本となる 文部科学省や教育委員会が発行しているハ
ンドブック等にも, 観察の重要性は強調されている しかしながら, 筆者が特
別支援の巡回相談を行っている中で現場の教師から寄せられるのは, ｢どのよ
うな観点で子どもたちを観察すれば, 適切な気づきが得られるのか｣ という問
いである そこで, 本稿では発達障害の子どもたちに対する気づきとつまずき
を把握する視点となるツールを紹介する 
５. ｢気づき｣ のためのツール
ここで取り上げたチェックリストは, これまでの巡回相談で有効性と利便性
が確認されたもののうち,    上で公開され入手が容易なものに限った 
これらのチェックリストは, 障害の判別を目的としたものではなく, 各学校
で子どもたちの実態把握や教育的なニーズに応じた支援を行う際の参考として
活用されることを意図したものであることに留意する必要がある 
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ａ. 保育所・幼稚園用： ｢気になる子どものチェックリスト＆マニュアル｣                                                               
｢保育所・幼稚園の巡回相談における気になる子どものチェックリストの開発
と適用 (日高ら,     ) で作成された尺度 皇學館大学教育学部研究報告集 第１号
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ｂ. 小・中学校用： ｢児童生徒理解に関するチェック・リスト ( ～ )｣                                                                
｢通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国
実態調査｣ (文部科学省,     ) で作成された尺度 皇學館大学教育学部研究報告集 第１号
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基準値は, Ⅰ－  点, Ⅱ－６点, Ⅲ－  点
基準値以上の場合, Ⅰ. 学習面, Ⅱ. 行動面, Ⅲ. 対人面の各側面で困難を示す 
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ｃ. 保護者用： ｢    (                               )｣                                                     
｢軽度発達障害児に対する気づきと支援のマニュアル｣ (小枝ら,     ) で有
効性が評価された英国の尺度 (    ：３～４歳用,      ：４～  歳用) 皇學館大学教育学部研究報告集 第１号
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   各項目の数字を得点として集計し, 表１のサブスケールに当てはめて
評価 なお,    には保護者用の他に, 教師用 (４歳～  歳) や自己評価用
(  歳～  歳) が用意されている (                           ) 
表１    得点の評価
６. ｢気づき｣ から個別アセスメントへ
特別支援における第１のポイントは, 子どものすぐ近くにいる教師や保護者
が, 彼らのつまずきや困り感に気づくことである 気づきによって収集された
日常の様子は, 実態把握のための重要なデータとなる しかしながら, こういっ
たデータは, チェックリストを利用した場合でも主観的な影響を受けやすいこ
とも事実である そこで, 実態把握から得られた情報を客観的に裏付けたり,
あるいは見立ての修正を施す際に重要な資料を提供するのが個別の心理検査で
ある 
代表的な心理検査には, 全般的な知能の水準と言語性知能・動作性知能の水
準を把握する     Ⅲ知能検査や, 子どもの知的活動を認知処理過程と知識
技能の修得度から分析する     心理・教育アセスメントバッテリーなどが
挙げられる 
これらの心理検査の結果は, ①観察による実態把握では見えにくかった子ど
もの複雑な困り感や個人内差が明らかになり, つまずきの原因が同定されるこ
と, ②文部科学省が特別支援教育推進体制モデルで示した, 指導主事や心理学
の専門家・医師などで構成される教育委員会の専門家チームとの協議, 巡回相
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質問番号                         
[1] 行 為                    
[2] 多 動                     
[3] 情 緒                    
[4] 仲間関係                     
[5] 向社会性                                     
([ ]～[ ] の合計)                 
談における共通理解に寄与すること, ③個人の持つリソースを活用した個別の
指導計画策定に方向性を定めること, などといった特別支援の中核的な資料と
して期待される 実施にあたっては, 本人だけでなく保護者にも検査の意義と
活用方法などを伝えた上で同意を得ることが必要であり, 子どもの支援のため
に協働する信頼関係の構築が重要である 
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